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令和３年度 推薦入学者選抜基準 

選抜の方法 

本校で定めた推薦入試の面接要項にしたがって面接を行い、中学校から提出された書類を本校の判定基準に

照らして評価し、面接の結果と合わせて総合的に審議して入学予定者を決定する。なお、スポーツ・健康コー

ス志願者については、さらに実技テストの結果を加味し、総合的に推薦入学予定者を決定する。 

 

１．内申評価 

（１）成績について  

    ① 情報処理コース 

・３カ年間の評定平均が「３.３」以上で、評定に「１」(５段階) がないもの。 

 

    ② 文理特進コース 

・３カ年間の評定平均が「３．７」以上で、評定に「２」 (５段階) 以下がないもの。 

   

  ③ スポーツ・健康コース 

・３カ年間の評定平均が「２.５」以上で、評定に「１」(５段階) がないもの。 

・３カ年間の体育の評定平均が「３.０」以上あるもの。 

   

  ④ 普  通コース 

・３カ年間の評定平均が「３.５」以上で、評定に「１」(５段階) がないもの。 

 

（２）出席状況について  

①各学年の無届欠席が「５日」、無届による朝の遅刻、無届による欠課、がそれぞれ「５回」を 

超えないもの。 

   ②３カ年間の無届欠席が「１０日」、無届による欠課が「１０回」を超えないもの。 

   ③３カ年間の全欠席が「１５日」、全欠課が「１５回」を超えないもの。 

  ※ただし、入院等考慮すべき理由がある場合は審議する。 

 

（３）その他 

健康状況や行動の記録等に問題がないと認められるもの。 
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２．推薦項目の評価基準（実績ランク表） 

次に定めた評価基準にもとづいて、高い順からＡ・Ｂ・Ｃの三段階とする。 

（１）「自己表現」                       ※実績を示す証明書が必要。 

 

活動分野 
Ａ Ｂ Ｃ 

（
ア
） 

文
化
活
動 

 

音楽・美術・ 

書道 

･県レベル以上の実績 

金賞、最優秀賞、優秀賞 

･県レベルの優良賞、佳作、銀

賞、銅賞 

･地区レベルの優良賞以上 

･校内活動レベルの実績 

 

舞踊・ダンス ･県レベル以上の実績 

金賞、最優秀賞、優秀賞 

･舞踊等の新人賞 

･県レベルの優良賞、佳作、銀

賞、銅賞 

･地区レベルの優良賞以上 

･校内活動レベルの実績 

 

生徒会活動 ･生徒会長 ･生徒会副会長 ･生徒会役員 

 

 

（イ）スポーツ活動 

･県大会個人ベスト４以上 

･県大会団体ベスト４以上 

（登録メンバー） 

･県代表(県選抜) 

･県大会個人ベスト８ 

･県大会団体ベスト８ 

（登録メンバー） 

･地区大会個人ベスト４以上 

･地区大会団体ベスト４以上 

 （登録メンバー） 

･地区代表(地区選抜) 

･学校代表選手 

 

（ウ）社会活動 ･県全域を対象とした団体から

の表彰 

・市町村及び地域団体からの

表彰 

・校内での表彰及び活動 

（エ）ボランティア活動 ･県全域を対象とした団体から

の表彰 

・市町村及び地域団体からの

表彰 
・校内での表彰及び活動 

（オ）資格取得動 

（英検、漢検、数検等） 

･英検準２級以上 

･漢検２級以上 

･数検準２級以上 

･パソコン検定(P検)２級以上 

 

･英検３級 

･漢検準２級 

･数検３級 

･パソコン検定(P検)準２級 

･武道有段者 

･英検４級 

･漢検３級 

･数検４級 

･パソコン検定(P検)３級 

※上記以外の実績については、それぞれの基準に照らして決定する。 

  

（２）「個性表現」 

(ア) 音楽、美術、書道等の芸術分野 

(イ) 文芸、研究等の分野 

(ウ) 舞踊、創作ダンス、手話等の身体的活動を伴う分野 

(エ) 留学等の体験的分野 

  (ア)～(エ)の各分野について、申請のあった内容を発表させる。審査員は二人以上とし、評価は 

 ｢自己表現｣の基準を参考にする。 

 

３．その他 

一般推薦でスポーツ健康コースを希望する者は、実技テストおよび「部活動加入誓約書」の提出を義務づ

ける。 

  誓約書は志願書受付の際に配布し、面接の時に回収する。 

 

 

 

令和３年度 一般入学者（２次募集も含む）選抜基準 

選抜の方法 
本校で定めた推薦入試の面接要項にしたがって面接を行い、中学校から提出された書類を判定基準に照ら

して評価し、面接の結果と合わせて審議して合否を判定する。なお、調査書と学力検査等の成績との比重は

５対５とする。 


